
第６学年１組 学級活動（１）学習指導案 

北九州市立小石小学校 

 

 

１ 議題 「小石スポーツフェスタの縦割り競技の種目と応援グッズを決めよう」 

 

２ 議題について 

（１） 児童・生徒の実態 

 本学級の児童（男子８名、女子９名、計１７名）は、素直で、友達を気遣うことができる。年度

当初にみんなで意見を出し合い、「にじいろ～人数が少なくても自信を持って、いつでもがんばる

６年１組～」という学級目標を設定した。委員会活動やクラブ活動、縦割り班活動では、下級生の

サポートや世話を進んで行い、学校のリーダーとしての自覚をもつ児童が多く、責任をもって活動

している。 

 これまでの学級会では、「歓迎集会で１年生に紹介することを決めよう」（４月）「学級目標を

決めよう」（５月）「学級の歌を決めよう」（７月）などの話合いを行った。学級会の基本的な進

め方は定着しており、目的意識をもって自分の意見を述べることができている。しかし、時間内に

合意形成できないことが昨年からの課題として挙げられている。その原因として、話合いの中盤に

なると、相手意識・目的意識から逸れた意見が増えることや自分の考えに固執し、折り合いをつけ

ることが難しいことが考えられる。そのため、一学期の学級会では、柱を一つに絞り、時間内によ

りよい合意形成ができるよう、提案理由に沿った発言や相手意識・目的意識をもった発言を称賛す

るようにした。話合いのめあてには、「折り合い」「提案理由に沿って」というキーワードを入れ、

話合いが滞ったときには、提案理由や話合いのめあてに立ち返る声掛けを行い、多くの児童が目的

意識をもって合意形成できるようになっている。また、学級会の後半になるにつれて、発言する児

童が固定化されてしまうという実態も見られる。このような現状を意識しながら、より深まりのあ

る話合いを目指しているところである。 

 

（２） 議題選定の理由 

 本学級の児童は、４月から６年生として縦割り班活動のリーダーになったことに誇りをもち、ど

の児童も意欲的に縦割り班活動に取り組んできた。１０月にある小石スポーツフェスタは、今年度

から縦割り班活動を生かした形式に戻ることを受け、縦割り班のリーダー８人で縦割り競技を考え

ることとなった。その中で、「６年生全員で、縦割り競技を考えた方が、多くの意見が出てくると

思う。」という声が上がった。また、今年度は「応援グッズを作成したい」いう意見があり、本議

題を選定することとなった。学校行事のことについて話し合うため、本学級の児童にとって、確か

な目的意識をもって話し合うことができる絶好の議題であると考える。本活動が、最高学年として

の自覚を高めるだけにとどまらず、本学級の児童の自己有用感の高まりにつながることを期待して

いる。 

 

 

 



３ 目標 

知識及び技能 

○ 合意形成の手順や深まりのある話合いの進め方を理解し、活動の方法を身

に付けている。 

○ 友達の意見を大切にしながら自分の意見を伝えることができる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

○ 提案理由や話合いのめあてを意識して、多様な意見のよさを生かして、合

意形成を図ることができる。 

〇 決定したことについて、友達と協力して実践することができる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

〇 友達の意見を大切にしながら自分の意見を伝えようとする。 

〇 自己の役割に責任をもって取り組もうとする。 

 

４ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

○ 合意形成の手順や深まりのある話合いの進め方を理解し、活動

の方法を身に付けている。 

○ 友達の意見を大切にしながら自分の意見を伝えている。 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

○ 提案理由や話合いのめあてを意識して、多様な意見のよさを生

かして、合意形成を図る意見を考えることができる。 

○ 決定したことについて、積極的に友達と協力して実践している。 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

○ 友達の意見を大切にしながら自分の意見を伝えようとしてい

る。 

○ 自分の役割に責任をもって取り組もうとしている。 

 

５ 事前の活動 

日時 学習活動 〇 主な指導上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

９月８日 

（昼休み、帰

りの会） 

 

１ 計画委員会で

議題を選定し、議題

を決め、学級全体に

知らせる。 

（計画委員会） 

〇 議題は学級の様子や実態

に即して考え、真剣に話し合

うことができる内容を選定

する。 

【態】計画委員会の役割を理

解し、積極的に取り組もうと

している。（発言内容・行動

観察） 

９月１１日 

（昼休み） 

 

２ 提案理由を基

に柱、話合いのめあ

てを決める。 

（計画委員会） 

 

〇 全員で話し合って決める

べき内容を考え、柱が決定で

きるように助言する。 

〇これまでの話合いの反省点

を意識させて、めあてを設定

するように助言する。 

【知】提案理由に沿って、全

員で話し合うべき内容を決定

している。（発言内容・行動

観察） 

９月１２日 

（学活） 

３ 議題、提案理

由、柱、めあてを確

認し、自分の考えを

学級会ノートに書

く。 

（全員） 

〇 決まっていることを確認

し、事前に考えをもたせるこ

とで、学級会での発言をしや

すくする。 

【思】提案理由やキーワード

に沿って、考えを学級会ノー

トに書くことができる。（ノ

ート分析） 



９月１２日 

（昼休み） 

 

 

４ 学級会ノート

に書かれた意見を

整理し、話合いの準

備や練習をする。 

（計画委員会） 

〇 全員の学級会ノートに目

を通すことで、話合いの見通

しをもてるようにする。 

 

【思】合意形成がしやすいよ

うに学級会ノートに書かれた

意見を整理している。（行動

観察） 

９月１３日 

（学活） 

５ 試しの活動を

する。 

（全員） 

①競技 

 

〇 候補に挙がっている競技

を実際に試すことで、どんな

競技なのか共通理解を図る

ようにする。 

〇 試しの活動の様子を GIGA

端末で記録し、教室で改めて

確認できるようにする。 

〇 試した競技のうち、よりよ

い競技を一つ選ぶ。 

【思】提案理由に沿って、ふ

さわしい競技を考えることが

できる。（発言内容・ノート

分析） 

９月１４日 

（学活） 

 

６ 試しの活動を

する。 

（全員） 

②応援グッズ 

〇 候補に挙がっている応援

グッズを作成し、実際に試す

ことで、どんな応援グッズな

のか共通理解を図るように

する。 

〇 応援グッズの材料や作成

時間、作り方などを簡単に説

明できるようにしておく。 

〇 応援グッズを実際に使う

様子を GIGA 端末で記録し、

教室で確認できるようにす

る。 

【思】提案理由に沿って、ふ

さわしい応援グッズを考える

ことができる。（発言内容・

ノート分析） 

９月１４日 

（昼休み） 

 

７ 学級会のリハ

ーサルをする。 

（計画委員会） 

〇 「学級会の進め方シート」

で進め方を確認する。教師も

一緒に参加し、励ますこと

で、自信をもって話合いに臨

めるようにする。 

【態】自己の役割を理解し、

積極的に取り組もうとしてい

る。（行動観察） 

 

６ 本時の学習 

（１）日時 令和５年９月１５日（金）５校時 於 ６年１組教室 

（２）主眼 

小石スポーツフェスタの縦割り競技や応援グッズの内容について、互いの意見や理由を関係

付けながら話し合う活動を通して、全校児童が盛り上がるようなスポーツフェスタの内容を決

めることができるようにする。 

（３） 見方・考え方を働かせている児童の姿 

自分と異なる意見を受け止め、多様な意見のよさを生かした合意形成をしようとしている姿 

（４）準備 

  教師：黒板用掲示用プレート（議題、提案理由、柱１、柱２など）、GIGA端末 

  児童：学級会ノート（全員）、学級会グッズ、話合いの進め方シート（計画委員会）、 

応援グッズ試作品 

（５）展開 



第４回学級会 活動計画 

議 題 小石スポーツフェスタの縦割り競技と応援グッズを決めよう 

役 割 司   会（ ）    黒板記録（ ）（ ） 

副 司 会（ ）    提 案 者（ ） 

提案理由  今年は縦割り班形式のスポーツフェスタが復活する。縦割り班形式のスポーツフェス

タは私たち６年生が中心となって計画・実践していく。その中で、縦割り班のリーダー

で縦割り競技を決めることとなった。しかし、６年生全員で話し合った方が、多くの意

見が出て、みんなが納得できると考えた。また、スポーツフェスタを盛り上げるために

応援グッズを作り、私たちにとって最後の小石スポーツフェスタを大成功させたいと思

ったから。 

めあて 〇小石スポーツフェスタのスローガンを意識した意見を発表しよう。 

〇時間内に終わるように、折り合いをつけて話し合おう。 

決まって

いること 

日時：１０月７日（土） 

場所：運動場 

競技：競技は一つに決める。一試合１回戦まで行うことができる。 

縦割り競技は勝敗の判定をしない。 

応援グッズ：身近な材料を使って手軽に作成できるもの。 

応援は縦割りテントのからする。 

小石スポーツフェスタのスローガン「 一生懸命力を合わせて全力で楽しもう 」 

学習活動 〇 指導上の留意点  【観点】評価規準（評価方法） 

１ はじめの言葉 

 

 

２ 司会グループの紹介 

 

 

３ 議題と提案理由の確認 

 

４ めあての確認 

 

 

５ 決まっていることの

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 議題、提案理由、めあてなどは、事前に模造紙や短冊に書き、

黒板に掲示しておく。 

 

〇 自分の役割についてめあてを発表させ、役割意識を自覚

させるようにする。 

 

 

 

〇 めあてに沿って話合いができるように、全員で読んで意

識できるようにする。 

 

〇 決まっていることや小石スポーツフェスタのスローガ

ンを確認し、全体が同じイメージをもって話合いに臨める

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：１０月７日（土） 

場所：運動場 

競技：競技は一つに決める。一試合２回戦まで行うことができる。 

縦割り競技は勝敗の判定をしない。 

応援グッズ：身近な材料を使って手軽に作成できるもの。 

応援は縦割りテントの中からする。 

小石スポーツフェスタのスローガン「 一生懸命力を合わせて全力で楽しもう 」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 話合い 

柱１  

縦割り競技の種目を決め

よう 

（分かり合う→まとめる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱２ 

応援グッズを決めよう 

 

 

 

 

 

７ 決まったことの確認 

 

８ 振り返り 

 

 

 

９ 先生の話 

 

 

 

 

１０ 終わりの言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 意見が出ない時は、小グループでの話合いを取り入れ

て、発言の苦手な児童の考えを大切にしながら、意見を出

しやすくするように司会に助言しておく。 

〇 出された意見を分類・整理し、より話合いをしやすいよ

うに黒板記録に助言しておく。 

〇 必要に応じて、GIGA 端末を活用し、試しの活動の様子を

確認できるようにする。 

 

【思】提案理由や話合いのめあてを意識しながら、多様な意

見のよさを生かして、合意形成を図る意見を考えることが

できる。（発言内容・行動観察） 

 

〇 事前に意見を整理しておき、グッズの模型を作成する。 

〇 必要に応じて、GIGA 端末を活用し、応援グッズを使った

試しの活動の様子を確認できるようにする。 

〇 意見を出し合う前に集会のめあてやキーワードを確認

するように司会に助言しておく。 

 

 

 

 

〇 話合いのめあてに対する振り返りや事後の活動に向け

て頑張りたいことを学級会ノートに記入させる。 

 

 

〇 めあてや提案理由を意識した発言、多様な意見から合意形成を

しようとした意見などを称賛する。 

〇 計画委員会の児童の頑張りを称賛し、事後の活動への意欲を高

める。 

 

 
（６）評価の様相 

区 分 様  相 
十分満足できる状
況 

提案理由や話合いのめあてを意識して、自分と異なる意見を認め、互
いの意見や理由を関連付けながら、合意形成を図る意見を考えている。 

おおむね満足 
できる状況 

教師の支援を受けて、提案理由や話合いのめあてを意識して、自分と異
なる意見を認め、互いの意見や理由を関連付けながら、合意形成を図る
意見を考えることができる。 

 

【プログラム】 

①  全学年 開会式 ⑧ 高学年 走 

②  全学年 ラジオ体操 ⑨ 中学年 競争遊戯 

③  中学年 走 ⑩ 低学年 競争遊戯 

④  低学年 表現 ⑪ 高学年 表現 

⑤  高学年 競争遊戯 ⑫ 全学年 縦割り競技 

⑥  中学年 表現 ⑬ 全学年 閉会式 

⑦  低学年 走    

 



７ 事後の活動 

日時 学習活動 〇 主な指導上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

９月２２日 

（昼休み、

体育） 

１ 小石スポーツ

フェスタに向けて

役割分担を行い、準

備をする。 

（全員） 

〇 協力して活動できるよう

に支援する。 

〇 小石スポーツフェスタの

スローガンを意識し、自分の

役割が果たせるよう声掛け

をする。 

【態】合意形成したことをも

とに、自分の役割に責任をも

って、協力して活動に取り組

んでいる。（発言内容、行動

観察） 

１０月７日 

（行事） 

２ 「小石スポーツ

フェスタ」をする。 

（全員） 

〇 縦割り班で協力したこと

や話合いを通して充実した

小石スポーツフェスタにな

ったことを味わえるように

声かけをする。 

【思】決定したことについて、

友達と協力して実践すること

ができる。（発言内容・行動

観察） 

１０月１１

日 

（学活） 

３ 振り返りをす

る。 

（全員） 

〇 レーダーチャートを活用

し、学級目標を基に振り返り

を行う。また、活動をしてよ

かったことなどを記入させ

る。 

〇友達と協力したことや話合

いを通して充実した小石ス

ポーツフェスタになったこ

とを認め、称賛する。 

 また、最高学年として下級生

や学校全体のために活動す

ることの意義について話を

する。 

 

 
 


